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ご と 詳し い 分 布 状況 が 集計 で き て お り , 今後 適当 な 方 法 で 発表 する 予定 で や ある. な お , この 研究 に 
用 いた 文献 の 多く は , 白水 隆 , 大 塚 陳 , 河村 忠 , 福田 晴夫 , 市 場 利 哉 , 寺山 武 , 江島 正 郎 の 
語 氏 の 援助 で 集め る こと が で きた . 以上 の 方 々 に 深 甚 な 謝意 を 表す る . 


S. ヤマ マユ ガ 科 オオ ミズ アオ 属 の 休眠 性 の 地理 的 変異 宮田 保 (関東 ) 
オオ ミズ アオ 4Actias artemis BREMER et GREY と オナ ガミ ズ ア オ 4ctias gnoma BOTLER の 北海 道 
亜 種 4.2. artemis と 4.p. tomariactias の 央 休 有 眠 誘 起 の 臨界 日 長 は , 13 時 間 30 分 て 16 時 間 に あ る . 
一 方 , オナ ガミ ズ ア オ の 伊豆 諸島 亜 種 4. g. miyatai の それ は 14 時 間 で ある . 本 土 下 種 より も 前 2 
亜 種 は 60 分 長く , 後 亜 種 は 30 分 短い . 非 休眠 状態 の 一 世代 の 発育 零 点 と 積算 温 量 は , 亜 種 artemis 
で は 約 8.7?C, 962 日 度 , 亜 種 7omariactias で は 約 9.6?C, 803 日 度 , 亜 種 miyatai で は 約 9.4?C, 717 

日 度 で あっ た . 

各 亜 種 の 光 温 図表 を 作成 し, それ より 推察 され る 年 間 発 生 回 数 は , 北海 道 の 両 亜 種 は 1 化 , 伊豆 諸 
鳥 亜 種 は 3 化 で あり , 本 土 の 両 亜 種 の 2 化 と は 異 っ て いた . し か し , 野外 で は 北海 道 亜 種 個体 群 に 2 
化 呈 の 成虫 出現 が 8 月 頃 に 見 られ る . これ は 光 温 図表 か ら み る と , 幼虫 光 感 受 期 に 臨界 日 長 付 近 の 日 
長 を 感受 する 個体 群 で あり , 温 量 不足 か ら 種 族 の 維持 に は 関 犬 で きず に と う 汰 され る . この よう な 事 
実 か ら , 北海 道 個 体 群 は 生息 地 の 気 候 に 完全 に は 適応 で き な い 性 質 を 残し て いる と 思わ れ , この こと 
は 本 州 か ら の 侵入 を 示唆 する . 一 方 , 伊豆 諸島 亜 種 は 気候 適応 が 十分 確立 し て いる が , 分 布 の 様子 を 
みる と 伊豆 諸島 の 地 史 と 亜 種 個体 群 の 侵入 期 と が 深く か か わっ て いる よう に 思わ れる . つま り 生 活 可 
能 な 伊豆 諸島 北部 地域 に は 分 布 せ ず , 中 南部 地域 に 限ら れ て いる . 北部 地域 で は オナ ガミ ズ ア オ の 本 
土 亜 種 と の 競合 が あっ た の か も 知れ な い . 4ctias 属 の 各 亜 種 問 の 交雑 は 容易 た こと か ら , 光 周 反応 の 
遺伝 的 分 化 は み ら れ る も の の , 生 将 隔離 に は 至ら な い 種 の 進化 の 段階 で ある と 推定 で きる . 








6. ツバ キ 科 と ハイ ノ キ 科 に 対す る 蝶 の 食性 の 分 化 中 臣 謙太 郎 (関東 ) 

同属 か 近 縁 の 属 の 食性 が ,。 ツバ キ 科 と ハイ ノ キ 科 に 分 れる 顕著 な 例 が , シャ チ ホ ュ ガ 科 に ある . 常 
緑 の ツ バキ 科 ヒ サカ キ 属 (Eurya) に は , Pesudofentonia 属 の ホソ バネ グロ シン シャチ ホ ュ っ が , ツマ バキ 属 
(Camellia) に は , Mesophalera 属 の クロ ンタ シャ チ ホ ュ が 固有 で ある . ワイ ルマン ネグロ シャ チ ホ コ 
も ヒサ カキ で 飼育 で きる . 落葉 の ナッ ッ バ キ 属 (Stewartia) の ヒメ シャ ラ と ナツ ツバ ベ バキ に は , オオ ネ 
グロ シャ チ ホ ュ が 固有 で ある . これ に 対し て , ハイ ノ キ 科 に 寄主 植物 が 限ら れる Pseudofentonia 属 が 
3 種 あ る . フタ ジマ ネグロ シャ チ ホ ュ は 落葉 の ハイ ノ キ 属 CSymplocos) の サナ サワ フタ ギ , タン ナ サ ワ フ 
タ ギ に 固有 で ある . ハイ イロ ネグロ シャ チ ホ コ も , サワ フタ ギ で 飼育 で きる . 大 隅 半 島 産 の ヤク シマ 
ネグロ シャ チ ホ ュ は , 常緑 の ハイ ノ キ 属 クロ バイ で よく 育つ . 屋久 島 , 奄美 大 島 , 沖縄 本 島 , 入 重 山 
諸島 , 台湾 に 分 布 す も ヤク シマ ネグロ シャ チ ホ ュ と その 近 縁 種 は 。 ハイ ノ キ 属 に 寄生 し て 分 布 を 拡げ 
て いる こと が 想像 され る . 

ツバ キ 科 と ハイ ノ キ 科 に 食性 が 分 れる 例 は , カイ コガ 科 と マダ ラガ 科 に も ゃ も あ る. カイ ュ コガ 科 の カギ 
バ モ ド キ は , ナツ ツ ベ バキ 属 に , スカ ン オ ビ ガ は ハイ ノ キ 属 サワ フタ ギ に 食 樹 が 限定 され る . マダ ラガ 
笠 の シロ ンタ ホタル ガ が サワ フタ ギ に 限っ て 寄生 する の に 対し , ホタル ガ は ツバ キ 科 ヒサ カキ を 寄主 
植物 と する . 植物 の 系 統 か ら は かけ離れ て いる ツバ ベ キ 科 と ハイ ノ キ 科 に , 食性 が 分 化す る 例 が , 峨 の 
3 つの 科 に 平行 し て 現われ る 現象 は 興味 深い . 


7. ギフ チョ ウ 属 の 成虫 分 化 一 一 羽化 に 低温 処理 は 必要 か ? 本 田 計 一 (関東 
ギフ チュウ の 誠 は 内 化 後 。 約 1 ヵ 月 間 休眠 し た 後 , 成虫 分 化 を 開始 する こと が 知ら れ て いる . し か 
し , 夏期 の 高温 と 長 日 に より 発育 は 抑制 され て お り , 実際 に 成虫 分 化 が 始ま る の は , 大 部 分 の 懇 地 で 
8 月 中 旬 9 月 上 旬 と 考え られ て いる . そし て ある 程度 成虫 化 が 進行 し た 状態 (D 段階 ) で 冬 を 越し , 
翌年 3 月 末 ~ 4 月 上 旬 頃 迄 (暖地 ) に 発育 を 完了 し , 羽化 に 至る . ヒメ ギフ チョ ウ も は ほぼ 同様 の 経過 
を 経る も の と 考え られ る が , 本 種 に お いて は 人 冬期 の 低温 が 重要 で , 路 に 低温 処理 を 行わ な いと 羽化 に 
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至ら な いこ と が 報告 され て いる . 本 報告 で は Luehdorfia 属 2 種 の 疲 の 羽化 に 至る まで の 発育 過程 に お 
ける 温度 の 影響 に つい て 調べ , 羽化 の 斉一 化 の 機構 に つい て も 考察 し た . 実験 は 全て 暗黒 中 , 相対 湿 
度 100% で 行い , 低温 区 は , 5°C, 適温 区 は 217C と し た . ギフ チョ ウ と ヒメ ギフ チョ ウ と で は 自然 
状態 に お いて も , また 実験 条件 下 に お いて も ゃ 発育 経過 は 本 質 的 に 同じ で あっ た の で , 以下 に 結論 を ま 
と め て 列挙 する . (1) 羽化 まで の 過程 で 低温 処理 は 全く 必要 で な い が , 冬 (1 月 頃 , D。 段階) の 低温 
は 発育 に 好ま し い . 即ち 冬期 も 休眠 し て は お ら ず , 成虫 化 は 着実 に 進行 し て いる . (②) 成虫 分 化 は 僅 
か 2 週間 の 適温 処理 で 開始 され , その 後 低温 下 で も 確実 に 羽化 に 至る . 耐寒 性 は 強く , 寒冷 地 適応 弄 
の 種 と 考え られ る . (3) 生理 的 に は 多 化 性 の 形質 を 有 し , 従っ て 本 種 の 遺伝 的 に 備わっ た 本 来 の 発育 
経過 は , 食 草 の 周年 経過 と 本 質 的 に は 一 致し な い が , 好適 条件 下 で も 発育 は 極め て 遅い た め , 自然 状 
態 で は 年 一 回 の 発生 が 限度 で ある . (3④) 羽化 の 斉一 化 の 要因 と し て は , 発育 が 緩慢 で ある こと , 発育 
末期 は 低温 に より 著しく 発育 が 抑制 され る こと , 羽化 可能 な 状態 で 数 日 間 開 内 に 滞っ て いら れる こと , 


な ど が 挙げ られ る . 

8. ヒメ アカ タテ ハ の 越冬 を めぐ る 問題 点 松井 英子 ・ 松 井 安 俊 (関東 ) 
1980 年 11 月 か ら 翌 年 4 月 に か け て , 千葉 県 手賀 沼 周 辺 で , ヒス アカ タテ ハ の 越冬 個体 群 を 調査 し 

た . 


1. 12 月 上 旬 ま で 成虫 の 活動 が か み ら れ , この 間 10 月 24 日 と 11 月 11 日 に 産卵 が 確認 され た が , 
すでに 生育 中 の 各 令 幼虫 や 疫 と と も に , これ ら が 冬 を 迎え た -. 

2. 越冬 世代 の 食 草 は ハハ ュ コグ サ で あり , 若 令 幼虫 は 越冬 株 の 葉 を 袋 状 に つづ り , また 老 令 幼虫 は 
不定 形 の 粗い 巣 の 中 に それ ぞ れ 棲み , 摂 食 , 生育 した. 

3. 幼虫 は 寒さ と と も に 数 を 減じ , 最 寒 期 (1 月 中 名 2 月 上 旬 ) に は 12 月 初め の 1/5~1/10 以 
下 に な っ た が , 条件 の よい 場所 で は 2 月 中 旬 か ら 3 月 に か け て 個体 数 を 維持 し つつ 生育 し , 3 月 か ら 
羽化 し は じ め た . 

4. 越冬 幼虫 の 野外 で の 令 構 成 は , 最 寒 期 に 4~5 令 が 寒さ に よる 死亡 の た め に 減少 し , この 期 を 
1~3 令 で 過 し た も の が 3 月 に か け て 令 を すす め る パタ ー ン を 示し た . 

3. 室外 飼育 に より , 各個 体 別 に 越冬 経過 を 追っ た が , 凡 で 越冬 し 3 月 に 羽化 し た も の は 総じて 小 
型 で あっ た . 若 令 幼 虫 で 越冬 し 4 月 中 名 3 月 初め に 羽化 し た も の は 交尾 ・ 産 卵 し , 次 の 世代 が 6 月 
中 旬 に 羽化 し た . 

以上 の 結果 と , これ まで の 晩秋 か ら 早 春 に か け て の 記録 の いく つか か ら , ヒメ アカ タテ へ ハ の 越冬 に 
つい て 以下 の 点 が 指摘 で きる . 

1. 南関 東 以西 の 南 震 部 が 本 種 の 越冬 可能 域 で , 各地 の 環境 (気候 ・ 食 草 ) 条件 に 応じ た さま ざま 
な ステ ー ジ で の 非 休眠 越冬 が 通常 の 姿 で は な いか . 

2. 早春 の 成虫 は 秋 の それ より 極め て 少な く , 新鮮 で ある こと が 多い と いわ れる が , 晩秋 一 初冬 に 
産卵 する こと と , 前 項 と を 考え 合せ る と , 幼生 期 で 越冬 し て 羽化 し た 第 1 化 に あたる も の で は な いか . 

3. 本 種 は 移住 人 性 が ある と いわ れる が , この こと と 合せ , 各地 で の 周年 経過 , 特に 越冬 に 関す る デ 
ー タ の 集積 が 求め られ る . 


9. 静岡 県 に お ける クロ コノ マチ ョ ウ の 発生 消長 と 1980 年 の 大 発生 に つい て 高橋 真弓 (東海 ) 
クロ コノ マチ ョ ウ は 懇 地 性 の 森林 性 蝶 類 で , 静岡 県 は ほぼ その 分 布 東 限 に あたる . 戦前 た は ほとん 
ど そ の 記録 が 見 られ な か っ た が , 戦後 , 静岡 県 西部 地方 に いく つか の 採集 記録 が 見 られ る よう に た なり, 
1954 年 に は 静岡 県 中 部 か ら も 発見 され た . 
1955 年 の 夏 か ら 秋 に か け て , 静岡 県 の 西部 か ら 中 部 に か け て 急激 に 個体 数 が 増加 し , 計 261 頭 の 個 
体 が 記録 され た . この 大 発生 は 1960 年 ご ろ ま で 続き , 1959 年 か ら 1960 年 に か け て は , 大 井川 上 流 
の “高山 蝶 ” の 分 布 圏 内 か ら も いく つか の 個体 が 記録 され た . 





NII-Electronic Library Service 


